
約
１
時
間
で
総
代
会
は
終
了

し
た
。

そ
の
後
、四
国
大
会
に「
理

容
メ
ッ
セ
ー
ジ
部
門
」で
出
場

す
る
宮
武
秋
香
女
性
部
長
に

よ
る
理
容
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
披
露

が
あ
っ
た
。
四
国
大
会
、そ
し

て
全
国
大
会
に
向
け
て
そ
う

と
う
期
待
感
が
持
て
る
内
容

と
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
で
、会
場

は
大
き
な
拍
手
に
包
ま
れ
て
い

た
。（
県
広
報
　
山
﨑
鎮
永
）

【
総
代
会
】

総
代
数
48
名

　
出
席
38
名
　
委
任
状
８
名

【
総
代
会
議
案
】

●
　
議
案
第
１
号
　
　

令
和
３
年
度
事
業
報
告

承
認
の
件

●
　
議
案
第
２
号
　
　

令
和
３
年
度
収
支
決
算

承
認
の
件

●
　
議
案
第
３
号
　
　

令
和
４
年
度
事
業
計
画

（
案
）承
認
の
件

●
　
議
案
第
４
号
　
　

令
和
４
年
度
収
支
予
算

（
案
）承
認
の
件

●
　
議
案
第
５
号
　
　

借
入
金
最
高
限
度
額
承

認
の
件

●
　
議
案
第
６
号
　

　
定
款
一
部
変
更
の
件

【
優
良
従
業
員
理
事
長
表
彰
】

◇
　
松
浦
百
香
氏（
高
松
）

◇
　
岡
本
李
衣
氏（
丸
亀
）

◇
　
山
田
真
央
氏（
善
通
寺
）

◇
　
市
原
大
志
氏（
高
瀬
）

ま
だ
ま
だ
コ
ロ
ナ
感
染
者
数

も
高
止
ま
り
傾
向
の
中
、令
和

４
年
５
月
30
日
㈪
午
前
10
時

よ
り
サ
ン
メ
ッ
セ
香
川
大
会
議

室
に
於
い
て「
令
和
４
年
度
通

常
総
代
会
」が
開
催
さ
れ
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
蔓
延
防
止
の

観
点
か
ら
今
年
も
来
賓
を
招

か
ず
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
な
議
事
進

行
で
の
短
縮
総
代
会
と
し
、ご

参
加
頂
い
た
各
支
部
総
代
の

方
々
の
席
も
、長
テ
ー
ブ
ル
１

台
に
つ
き
一
人
着

席
と
広
く
間
隔
を

と
る
な
ど
、
様
々

な
対
策
を
施
し

て
の
開
催
と
な
っ

た
。総

合
司
会
の
小

松
芳
浩
専
務
理

事
の
進
行
に
よ
り

総
代
会
が
始
ま
っ

た
。ま

ず
始
め
に

「
コ
ロ
ナ
感
染
者

数
も
ま
だ
高
止
ま

り
で
は
あ
る
が
、

瀬
戸
内
国
際
芸
術

祭
が
開
催
さ
れ
、

６
月
10
日
よ
り
外

国
人
観
光
客
受
け

入
れ
も
始
ま
る
な

ど
取
り
巻
く
環
境
は
変
化
し

て
い
る
。こ
の
よ
う
な
状
況
で

は
あ
り
ま
す
が
、香
川
県
理
容

組
合
は
前
を
向
い
て
進
ん
で
ま

い
り
ま
す
の
で
皆
様
の
ご
協
力

を
お
願
い
致
し
ま
す
。」と
の

北
地
一
行
理
事
長
の
挨
拶
が

あ
っ
た
。

議
案
審
議
に
入
る
前
に「
優

良
従
業
員
理
事
長
表
彰
」が
行

わ
れ
、対
象
の
４
名
に
理
事
長

よ
り
表
彰
状
と
記
念
品
が
手

渡
さ
れ
た
。

通
常
で
あ
れ
ば
こ
こ
で
ご
来

賓
の
挨
拶
を
頂
く
と
こ
ろ
な
の

だ
が
今
年
は
省
略
し
、祝
電
の

み
披
露
し
た
。

そ
の
後
理
事
長
か
ら
選
任

を
受
け
た
高
松
支
部
の
宮
本

修
志
議
長
と
高
瀬
支
部
の
近

藤
憲
由
副
議
長
が
就
任
し
、議

案
審
議
に
入
っ
た
。

第
２
議
案
は
事
前
に
配
布
さ

れ
た
議
案
書
だ
け
で
な
く
、追

加
資
料
が
用
意
さ
れ
て
お
り
、

そ
れ
に
は
個
別
の
勘
定
科
目
に

つ
い
て
ま
と
め
て
経
費
削
減
の

内
容
が
グ
ラ
フ
も
交
え
て
よ
く

わ
か
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。

第
５
号
議
案
に
つ
い
て
は
、

当
組
合
の
借
入
金
最
高
限
度

額
を
５
千
万
円
と
す
る
こ
と
。

第
６
号
議
案
に
つ
い
て
は
令

和
３
年
度
よ
り
土
庄
支
部
と

内
海
支
部
が
合
併
し
、小
豆
島

支
部
と
な
っ
た
た
め
、定
款
を

一
部
変
更
す
る
と
提
案
が
あ
っ

た
。慎

重
に
審
議
の
結
果
、議
案

第
１
号
か
ら
第
６
号
ま
で
す
べ

て
の
議
案
に
つ
き
、原
案
通
り

可
決
さ
れ
、御
囲
善
章
副
理
事

長
に
よ
る
閉
会
の
辞
を
も
っ
て

「
三
人
会
」

令
和
４
年
７
月
５
日
㈫
午

前
11
時
・
琴
平
町
の
紅
梅
亭

で
、平
成
６
年
４
月
か
ら
平
成

９
年
４
月
ま
で「
理
容
香
川
」

に
携
わ
っ
た
白
鳥
朋
彦
広
報

部
長
と
片
岡
敏
子
編
集
長
に

広
報
委
員
の
平
尾
み
ち
子
で
、

白
鳥
朋
彦
氏
の
知
事
表
彰
受

賞
祝
賀
会
を
し
ま
し
た
。

今
ま
で
も
編
集
当
時
を
偲

び
三
人
会
は
し
て
い
ま
し
た

が
、今
回
は
特
別
な
喜
び
で
、

片
岡
敏
子
さ
ん
が「
思
い
出
の

文
集
づ
く
り
を
夜
更
け
ま
で
よ

り
そ
う
き
ず
な
今
も
な
お
」と

歌
を
詠
ま
れ
、白
鳥
氏
は
、「
こ

れ
も
ひ
と
え
に
皆
さ
ん
の
支
え

で
こ
こ
ま
で
こ
れ
た
。」と
感
謝

の
言
葉
を
述
べ
ら
れ
、ご
ち
そ

う
と
素
敵
な
雰
囲
気
の
三
時

間
が
あ
っ
と
い
う
間
に
過
ぎ
、

強
い
き
ず
な
の
三
人
会
は
心
に

残
る
最
高
の
一
時
だ
っ
た
。

（
飯
山
支
部
　
平
尾
み
ち
子
）

香
川
県
総
代
会

今
年
も
コ
ロ
ナ
対
策
万
全
で
の
開
催

事
務
所
引
っ
越
し

大
作
戦
！

文

芸

欄

コ

ラ

ム

短
　
歌

知
事
表
彰
受
賞
の
友
の
祝
賀
会

晴
れ
晴
れ
と
し
て
心
に
染
み
る

賑
や
か
に
蝉
シ
ャ
ー
シ
ャ
ー
と

鳴
き
出
し
た

七
月
半
ば
朝
蒸
し
暑
く

友
乗
せ
て
や
す
み
は
ブ
テ
ィ
ッ

ク
よ
く
行
っ
た
筈
だ
が
今
は
病

院
多
く

（
飯
山
支
部
　
平
尾
み
ち
子
）

編
集
室
よ
り
お
知
ら
せ

次
回
一
月
号
の
発
行
の
原
稿
締

め
切
り
は
十
一
月
末
日
で
す
。

皆
様
の
ご
投
稿
お
待
ち
し
て
お

り
ま
す
。

ど
し
ど
し
お
寄
せ
下
さ
い
。

申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

〒
七
六
〇
ー
〇
〇
六
八

香
川
県
高
松
市
松
島
町

　
　
　
一
丁
目
一
三
番
一
〇
号

カ
ン
ト
ビ
ル
二
階
東

香
川
県
理
容
生
活
衛
生
同
業
組
合

　
　
　
　
　
　
　
　
文
化
広
報
部

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

〇
八
七
ー
八
三
四
ー
七
六
四
九

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
八
七
ー
八
三
三
ー
二
〇
八
一

office@
kagaw

a-riyo.com

　
　
　
　
　
ま
で
お
願
い
し
ま
す
。

「
理
容
香
川
」の
編
集
会
議

で
あ
る
広
報
委
員
会
を
今
回

初
め
て
新
事
務
所
で
開
催
し

た
。
や
は
り
新
し
く
、す
っ
き

り
と
し
た
空
間
で
の
会
議
は
気

持
ち
が
い
い
も
の
だ
。

職
業
病
と
い
っ
て
い
い
か
も

し
れ
な
い
が
、普
段
業
種
問
わ

ず
様
々
な
店
に
行
っ
た
時
に
そ

の
た
た
ず
ま
い
、質
感
、デ
ザ

イ
ン
、色
、匂
い
等
が
つ
い
つ
い

気
に
な
っ
て
し
ま
う
。理
容
業

で
は
も
ち
ろ
ん
一
番
重
要
な
の

は
技
術
、サ
ー
ビ
ス
で
あ
る
が
、

入
り
や
す
く
、居
心
地
が
い
い

空
間
で
受
け
る
施
術
、サ
ー
ビ

ス
は
さ
ら
に
上
質
な
も
の
に
感

じ
る
事
は
否
定
で
き
な
い
。
11

月
21
日
～
22
日
に
タ
カ
ラ
ベ
ル

モ
ン
ト
が
大
々
的
に
開
催
す
る

Ｔ
Ｗ
Ｂ
Ｃ
に
足
を
運
ん
で
み
て

時
代
と
と
も
に
変
化
す
る
そ
の

よ
う
な
空
間
提
案
を
探
っ
て
み

る
の
も
良
い
か
も
し
れ
な
い
。

（
県
広
報
　
山
﨑
鎮
永
）

 

編
集
後
記

香
川
県
理
容
組
合
事
務
所

移
転
の
ニ
ュ
ー
ス
は
前
号
で
お

知
ら
せ
し
ま
し
た
。
今
月
は
そ

の
壮
大
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
の

三
役
さ
ん
奮
闘
記
で
す
。

長
い
長
い
歴
史
の
あ
る
香
川

県
理
容
組
合
は
こ
れ
ま
で
様
々

な
活
動
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

そ
ん
な
中
で
当
然
の
ご
と
く
た

ま
り
に
た
ま
っ
た
大
量
の
関
係

資
料
、小
物
、冊
子
な
ど
。
ま

ず
そ
れ
の
仕
分
け
か
ら
始
ま
り

ま
し
た
。

令
和
４
年
の
年
明
け
か
ら
、

毎
月
の
三
役
会
の
後
、三
役
一

同
で
、捨
て
る
物
の
仕
分
け
を

コ
ツ
コ
ツ
開
始
し
、判
明
し
た

の
が
倉
庫
に
眠
っ
て
い
た
大
量

の
資
料
の
８
割
が
ゴ
ミ
同
然
と

い
う
事
実
。

と
い
う
事
で
そ
れ
か
ら
は
そ

の
ゴ
ミ
同
然
の
物
を
捨
て
る
作

業
開
始
で
す
。

■
４
～
５
月
理
事
長
自
ら
ト

ラ
ッ
ク
を
運
転
し
て
、西
部

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
に
合
計

１
ト
ン
超
の
ゴ
ミ
を
持
ち
込

み
ま
し
た
。

■
６
月
13
日
㈪
高
松
支
部
の

有
志（
初
瀬
氏
、
松
原
氏
、

宮
脇
氏
、神
谷
氏
）に
も
手

伝
っ
て
も
ら
い
、事
務
机
や

応
接
セ
ッ
ト
な
ど
を
新
事
務

所
に
搬
入
し
ま
し
た
。

■
20
日
㈪
引
っ
越
し
当
日
、荷

物
の
量
が
想
定
オ
ー
バ
ー

で
、ト
ラ
ッ
ク
１
台
追
加
し

ま
し
た
。

■
27
日
㈪
産
廃
業
者
に
、廃
棄

物
の
引
き
取
り（
３
ｔ
コ
ン

テ
ナ
で
３
回
分
！
）、三
役

も
積
み
込
み
の
お
手
伝
い
と

最
終
の
片
付
け
、ク
ー
ラ
ー

の
な
い
中
、汗
だ
く
で
や
り

ま
し
た
。

三
役
さ
ん
プ
ラ
ス
高
松
支

部
有
志
や
そ
の
他
お
手
伝
い

し
て
頂
い
た
皆
さ
ん
。そ
し
て

事
務
員
さ
ん
も
一
致
団
結
し

て
、立
つ
鳥
跡
を
濁
さ
ず
と
い

う
こ
と
で
旧
事
務
所
は
綺
麗

に
ス
ッ
カ
ラ
カ
ン
と
な
り
ま
し

た
。そ
し
て
気
持
ち
よ
く
新
事

務
所
に
移
転
す
る
こ
と
が
出
来

ま
し
た
。

半
年
以
上
か
け
て
の
一
大
イ

ベ
ン
ト
と
な
り
ま
し
た
。
今
年

の
６
月
は
と
ん
で
も
な
い
猛

暑
。大
変
お
疲
れ
様
で
し
た
。

（
県
広
報
　
山
﨑
鎮
永
）

◦
菅
田
明
美
氏（
五
十
四
歳
）

ヘ
ア
ー
サ
ロ
ン 

エ
ル
ス（
丸
亀
支
部
）

令
和
四
年
八
月
二
十
三
日

ご
生
前
の
ご
功
績
を
偲
び
、
心
か
ら

ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。
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く
や
み
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要
請
が
理
容
業
界
に
出
る
の

で
は
な
い
か
と
業
界
が
混
乱
し

た
。そ
の
時
に
時
の
安
倍
総
理

大
臣
が
記
者
会
見
で
理
容
は

休
業
要
請
の
対
象
に
し
な
い
。

と
明
言
し
て
く
れ
た
。総
理
大

臣
が
一
つ
の
業
種
に
つ
い
て
述

べ
る
こ
と
は
お
そ
ら
く
な
い
だ

ろ
う
」と
い
う
エ
ピ
ソ
ー
ド
を

交
え
て
安
倍
晋
三
氏
の
冥
福

を
祈
っ
た
。
さ
ら
に「
一
番
の

最
大
の
事
業
で
あ
る
競
技
大

会
に
出
場
す
る
こ
と
に
誇
り
を

も
っ
て
臨
ん
で
ほ
し
い
。」と
挨

拶
さ
れ
た
。

表
彰
式
で
は
香
川
県
代
表

選
手
が
次
々
と
ト
ロ
フ
ィ
ー
を

手
に
し
、一
様
に
安
堵
の
笑
顔

が
み
ら
れ
た
。

最
後
に
次
年
度
開
催
県
で

あ
る
愛
媛
県
福
島
副
理
事
長

へ
の
引
継
ぎ
式
が
行
わ
れ
て
大

会
は
終
了
し
た
。

香
川
県
選
手
の
結
果
は
次

の
通
り
。

１
部
　
明
田
卓
哉
　
　
２
位

４
部
　
川
筋
正
仁
　
　
優
勝

７
部
　
合
田
匡
我
　
　
優
勝

　
　
　
池
内
ひ
で
み
　
２
位

理
容
メ
ッ
セ
ー
ジ
部
門
　
　

　
　
　
宮
武
秋
香
　
優
秀
賞

敬
称
略

（
県
広
報
　
山
﨑
鎮
永
）

「
令
和
４
年
度
共
済
事
業
推

進
打
合
せ
会
」が
令
和
４
年
６

月
27
日
㈪
午
前
10
時
よ
り
サ

ン
メ
ッ
セ
香
川
に
於
い
て
開
催

さ
れ
た
。

議
案
と
し
て
次
の
事
に
つ
い

て
話
し
合
わ
れ
た
。

①
令
和
４
年
度
共
済
加
入
促

進
運
動
の
実
施
に
つ
い
て

②
各
保
険
会
社
の
取
り
組
み

姿
勢
に
つ
い
て

③
県
組
合
独
自
の
推
進
策
に

つ
い
て

司
会
は
森
本
芳
博
県
共
済

部
長
。通
常
で
あ
れ
ば
各
支
部

共
済
部
長
の
自
己
紹
介
か
ら

始
ま
る
の
だ
が
、コ
ロ
ナ
蔓
延

防
止
の
観
点
か
ら
今
年
も
森

本
部
長
が
出
席
者
全
員
の
紹

介
を
す
る
と
い
う
形
式
を
と
っ

た
。「組

合
共
済
は
組
合
収
入
の

柱
で
あ
る
こ
と
は
も
と
よ
り
、

民
間
の
も
の
と
は
違
っ
て
私
た

ち
の
た
め
に
作
ら
れ
た
も
の

で
、補
償
に
つ
い
て
も
何
か
と

融
通
が
利
く
も
の
と
な
っ
て

い
ま
す
。
各
支
部
長
、共
済
部

長
さ
ま
に
は
支
部
員
に
加
入

促
進
を
し
て
頂
き
た
い
と
思

い
ま
す
。昨
年
組
合
員
全
員
加

入
し
た【
コ
ロ
ナ
感
染
症
対
応

保
険
】に
つ
い
て
も
10
件
以
上

の
事
故
請
求
が
あ
り
ま
し
た
。

入
っ
て
て
よ
か
っ
た
と
思
っ
て

い
ま
す
。
今
日
は
最
後
ま
で
よ

ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。」と

の
北
地
一
行
理
事
長
の
挨
拶

質
問
が
あ
り
、今
年
も
こ
の
保

険
に
つ
い
て
の
関
心
が
高
か
っ

た
。特

に
注
目
の
内
容
は
次
の

通
り
。

Ｑ
・
１
回
目
の
補
償
を
受
け
た

後
、再
度
コ
ロ
ナ
に
な
っ
た

場
合
。２
回
目
の
請
求
は
出

来
る
の
か
？

Ａ・
１
保
険
期
間
中
、１
回
の

補
償
が
基
本
。た
だ
し
Ｂ
プ

ラ
ン
に
つ
い
て
は
１
回
目
の

補
償
額
が
10
万
円
に
満
た

な
か
っ
た
場
合
に
限
り
、２

回
目
の
請
求
が
可
能
と
な

る
。（
２
回
目
は
10
万
円
に

満
た
な
い
額
の
み
が
支
給
さ

れ
る
）

Ｑ
・
も
し
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が

５
類
相
当
に
な
っ
た
時
の
補

償
内
容
に
変
更
は
あ
る
の

か
？

Ａ・
１
年
毎
で
保
障
は
見
直
す

の
で
次
年
度
に
つ
い
て
は
変

更
の
可
能
性
が
あ
る
。

（
県
広
報
　
山
﨑
鎮
永
）

が
あ
り
、次
に
共
済
担
当
副
理

事
長
で
あ
る
野
村
勝
氏
よ
り

「
５
共
済
と
は
組
合
員
に
よ
る

組
合
員
の
為
の
も
の
で
他
の
保

険
と
は
違
っ
た
手
厚
い
も
の
と

な
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、療

養
共
済
の
所
得
補
償
共
済
加

入
に
つ
い
て
は
新
規
加
入
が
69

歳
ま
で
し
か
出
来
ま
せ
ん
。現

在
は
人
生
90
年
以
上
と
言
わ

れ
て
い
る
時
代
で
、80
歳
過
ぎ

て
も
現
役
で
働
い
て
い
る
方
も

た
く
さ
ん
い
ま
す
。損
保
ジ
ャ

パ
ン
に
は
是
非
改
善
を
お
願
い

し
た
い
と
思
い
ま
す
。」と
の
挨

拶
と
要
望
が
あ
っ
た
。

会
議
に
入
り
、議
案
通
り
今

年
度
の
加
入
状
況
等
の
現
況

に
つ
い
て
の
説
明
が
あ
り
、各

支
部
長
よ
り
そ
れ
ぞ
れ
の
支

部
の
取
り
組
み
方
の
発
表
が

あ
っ
た
。組
合
員
の
高
齢
化
が

す
す
み
掛
け
金
が
高
く
な
り
団

体
生
命
の
加
入
促
進
が
難
し

く
な
っ
て
き
た
と
の
意
見
が
多

か
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

ジ
ブ
ラ
ル
タ
生
命
・
損
害
保

険
ジ
ャ
パ
ン
よ
り
５
共
済
に
つ

い
て
の
内
容
説
明
が
あ
っ
た
。

特
に
昨
年
初
め
て
出
来
た
コ

ロ
ナ
感
染
症
対
応
保
険
に
つ

い
て
は
参
加
者
か
ら
活
発
な

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
蔓
延

の
影
響
で
３
年
ぶ
り
の
開
催
と

な
っ
た
四
国
大
会
は
、令
和
４

年
７
月
18
日
㈪
海
の
日
に
高

知
理
容
美
容
専
門
学
校
に
お

い
て
開
催
さ
れ
た
。

７
月
現
在
コ
ロ
ナ
感
染
者

数
が
増
加
傾
向
で
あ
っ
た
の
で

万
全
の
対
策
を
講
じ
て
い
た
。

役
員
、関
係
者
の
参
加
は
必

要
最
小
限
と
し
、第
１
競
技
、

第
２
競
技
、そ
し
て
開
会
式
、

閉
会
式
の
会
場
を
そ
れ
ぞ
れ

別
に
し
、競
技
中
は
審
査
員
以

外
会
場
内
に
入
れ
ず
観
覧
者

は
外
か
ら
窓
越
し
で
の
見
学
と

な
っ
て
い
た
。

主
催
の
高
知
県
組
合
の
皆

様
は
運
営
に
そ
う
と
う
苦
労
し

て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

開
会
式
は
東
崎
大
会
実
行

委
員
長
の
挨
拶
で
始
ま
り
、高

知
県
代
表
高
芝
裕
二
選
手
に

よ
る
力
強
い
選
手
宣
誓
の
後

競
技
が
始
ま
っ
た
。

香
川
県
選
手
は
皆
そ
れ
ぞ

れ
日
頃
の
練
習
通
り
レ
ベ
ル
の

高
い
作
品
を
作
り
上
げ
た
。１

部
の
明
田
選
手
、４
部
の
川
筋

選
手
、そ
し
て
理
容
メ
ッ
セ
ー

ジ
の
宮
武
選
手
は
10
月
17
日

㈪
の
全
国
大
会
入
賞
へ
期
待

が
膨
ら
む
出
来
栄
え
だ
っ
た
。

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
都
合
で
閉

会
式
か
ら
の
参
加
と
な
っ
た
大

森
理
事
長
は「
２
年
前
の
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
蔓
延
で
緊
急

事
態
宣
言
が
出
た
際
に
、休
業

共
済
推
進
打
合
せ
会

３
年
ぶ
り
に
四
国
大
会
開
催

香
川
勢
の
独
壇
場

・
講
師
認
証
講
習
会

　
　
令
和
４
年
９
月
５
日
㈪

午
前
10
時

　
　
　
　
㈱
宇
賀
高
松
支
店

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム

・
理
容
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
日

　
　
令
和
４
年
９
月
12
日
㈪

　
東
讃
協
議
会
　
津
田
の
松
原

　
高
松
協
議
会
　
石
清
尾
八
幡
神

社
周
辺

　
中
讃
協
議
会
　
丸
亀
城
周
辺

　
西
讃
協
議
会
　
有
明
浜

・
第
９
回
片
原
町
元
気
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル

　
　
令
和
４
年
９
月
19
日
㈪

片
原
町
東
部
商
店
街

中
止

◇
予
定
行
事

三
役
部
長
会

・
第
２
回
三
役
部
長
会

　
　
令
和
４
年
11
月
21
日
㈪

午
後
１
時

　
　
香
川
産
業
頭
脳
化
セ
ン
タ
ー

　
　
３
Ｆ
　
第
３
会
議
室

理

事

会

・
第
２
回
理
事
会

　
　
令
和
４
年
11
月
28
日
㈪

石
清
尾
八
幡
宮

競
技
大
会

・
第
74
回
全
国
理
容
競
技
大
会

・
理
容
２
０
２
２
メ
ッ
セ
ー
ジ
全

国
大
会

　
　
令
和
４
年
10
月
17
日
㈪

秋
田
県
立
武
道
館

講

習

会

・
４
支
部
合
同
衛
生
講
習
会

　（
平
井・仏
生
山・香
北・高
松
）

　
　
令
和
４
年
11
月
14
日
㈪

午
前
10
時

サ
ン
メ
ッ
セ
香
川
中
会
議
室

・
管
理
理
容
師
資
格
認
定
講
習
会

第
１
日
目

　
　
令
和
４
年
10
月
17
日
㈪

第
２
日
目

　
　
令
和
４
年
10
月
24
日
㈪

第
３
日
目

　
　
令
和
４
年
10
月
31
日
㈪

各
　
午
前
９
時
30
分

高
松
商
工
会
議
所

・
全
連
ニ
ュ
ー
ヘ
ア
ー
講
習
会

　
　
令
和
５
年
１
月
16
日
㈪

午
前
10
時

　
　
　
　
サ
ン
メ
ッ
セ
香
川
２
Ｆ

　
　
　
　
中
会
議
室

そ

の

他

・
県
組
合
ゴ
ル
フ
大
会

　
　
令
和
４
年
10
月
24
日
㈪

ロ
イ
ヤ
ル
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ

・
県
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

　
　
令
和
４
年
11
月
７
日
㈪

善
通
寺
市
民
体
育
館

中
止

・
髪
授
神
祠
大
祭

　
　
令
和
４
年
11
月
28
日
㈪

午
前
10
時

石
清
尾
八
幡
宮

三

役

会

・
第
３
回
三
役
会

　
　
令
和
４
年
７
月
11
日
㈪

午
後
３
時

組
合
事
務
所

・
第
４
回
三
役
会

　
　
令
和
４
年
８
月
８
日
㈪

午
後
１
時

組
合
事
務
所

・
第
５
回
三
役
会

　
　
令
和
４
年
９
月
12
日
㈪

午
後
２
時

組
合
事
務
所

講

習

会

・
県
組
合
講
習「
Ｙ
Ｅ
Ｌ
Ｌ
」

　
女
性
集
約
営
業
支
援
セ
ミ
ナ
ー

　
　
令
和
４
年
８
月
29
日
㈪

午
前
10
時

サ
ン
メ
ッ
セ
香
川
２
Ｆ

　
　
　
　
中
会
議
室

競
技
大
会

・
第
72
回
四
国
理
容
競
技
大
会

　
　
令
和
４
年
７
月
18
日
㈪

 

午
前
11
時

高
知
県
理
容
美
容
専
門
学
校

委

員

会

・
広
報
委
員
会

　
　
令
和
４
年
９
月
５
日
㈪

午
前
10
時

組
合
事
務
所

そ

の

他

・
中
讃
協
議
会

　
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

　
　
令
和
４
年
７
月
11
日
㈪

善
通
寺
市
民
体
育
館

中
止

経
過
及
び
行
事
予
定

挨拶をする北地理事長

挨拶をする野村副理事長

司会進行の森本部長

万一の場合に備えて5共済制度で安心を…

賠償責任
補償共済

お客さまと理容店のための
きめ細やかな
補償

療養補償
共　済

病気やケガで仕事が
できなくなった
ときに

火災共済
火事や災害で被害にあったときに

年金共済
豊かな老後のために

等トッレフンパ、はていつに容内いし詳 ※
でご確認ください。

動産総合保険

ワイドプラン
理容店のさまざまな設備や
備品をまとめて補償！ 団体生命

共　済
いざという時の
お守りに

全国理容生活衛生同業組合連合会

１部準優勝の明田選手

理容メッセージ部門優秀賞の宮武選手

全員でお疲れ様でした

４部マスタースタイリスト部門優勝の川筋選手７部ミディアムカット部門ワンツーフィニッシュ合田選手、池内選手
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要
請
が
理
容
業
界
に
出
る
の

で
は
な
い
か
と
業
界
が
混
乱
し

た
。そ
の
時
に
時
の
安
倍
総
理

大
臣
が
記
者
会
見
で
理
容
は

休
業
要
請
の
対
象
に
し
な
い
。

と
明
言
し
て
く
れ
た
。総
理
大

臣
が
一
つ
の
業
種
に
つ
い
て
述

べ
る
こ
と
は
お
そ
ら
く
な
い
だ

ろ
う
」と
い
う
エ
ピ
ソ
ー
ド
を

交
え
て
安
倍
晋
三
氏
の
冥
福

を
祈
っ
た
。
さ
ら
に「
一
番
の

最
大
の
事
業
で
あ
る
競
技
大

会
に
出
場
す
る
こ
と
に
誇
り
を

も
っ
て
臨
ん
で
ほ
し
い
。」と
挨

拶
さ
れ
た
。

表
彰
式
で
は
香
川
県
代
表

選
手
が
次
々
と
ト
ロ
フ
ィ
ー
を

手
に
し
、一
様
に
安
堵
の
笑
顔

が
み
ら
れ
た
。

最
後
に
次
年
度
開
催
県
で

あ
る
愛
媛
県
福
島
副
理
事
長

へ
の
引
継
ぎ
式
が
行
わ
れ
て
大

会
は
終
了
し
た
。

香
川
県
選
手
の
結
果
は
次

の
通
り
。

１
部
　
明
田
卓
哉
　
　
２
位

４
部
　
川
筋
正
仁
　
　
優
勝

７
部
　
合
田
匡
我
　
　
優
勝

　
　
　
池
内
ひ
で
み
　
２
位

理
容
メ
ッ
セ
ー
ジ
部
門
　
　

　
　
　
宮
武
秋
香
　
優
秀
賞

敬
称
略

（
県
広
報
　
山
﨑
鎮
永
）

「
令
和
４
年
度
共
済
事
業
推

進
打
合
せ
会
」が
令
和
４
年
６

月
27
日
㈪
午
前
10
時
よ
り
サ

ン
メ
ッ
セ
香
川
に
於
い
て
開
催

さ
れ
た
。

議
案
と
し
て
次
の
事
に
つ
い

て
話
し
合
わ
れ
た
。

①
令
和
４
年
度
共
済
加
入
促

進
運
動
の
実
施
に
つ
い
て

②
各
保
険
会
社
の
取
り
組
み

姿
勢
に
つ
い
て

③
県
組
合
独
自
の
推
進
策
に

つ
い
て

司
会
は
森
本
芳
博
県
共
済

部
長
。通
常
で
あ
れ
ば
各
支
部

共
済
部
長
の
自
己
紹
介
か
ら

始
ま
る
の
だ
が
、コ
ロ
ナ
蔓
延

防
止
の
観
点
か
ら
今
年
も
森

本
部
長
が
出
席
者
全
員
の
紹

介
を
す
る
と
い
う
形
式
を
と
っ

た
。「組

合
共
済
は
組
合
収
入
の

柱
で
あ
る
こ
と
は
も
と
よ
り
、

民
間
の
も
の
と
は
違
っ
て
私
た

ち
の
た
め
に
作
ら
れ
た
も
の

で
、補
償
に
つ
い
て
も
何
か
と

融
通
が
利
く
も
の
と
な
っ
て

い
ま
す
。
各
支
部
長
、共
済
部

長
さ
ま
に
は
支
部
員
に
加
入

促
進
を
し
て
頂
き
た
い
と
思

い
ま
す
。昨
年
組
合
員
全
員
加

入
し
た【
コ
ロ
ナ
感
染
症
対
応

保
険
】に
つ
い
て
も
10
件
以
上

の
事
故
請
求
が
あ
り
ま
し
た
。

入
っ
て
て
よ
か
っ
た
と
思
っ
て

い
ま
す
。
今
日
は
最
後
ま
で
よ

ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。」と

の
北
地
一
行
理
事
長
の
挨
拶

質
問
が
あ
り
、今
年
も
こ
の
保

険
に
つ
い
て
の
関
心
が
高
か
っ

た
。特

に
注
目
の
内
容
は
次
の

通
り
。

Ｑ
・
１
回
目
の
補
償
を
受
け
た

後
、再
度
コ
ロ
ナ
に
な
っ
た

場
合
。２
回
目
の
請
求
は
出

来
る
の
か
？

Ａ・
１
保
険
期
間
中
、１
回
の

補
償
が
基
本
。た
だ
し
Ｂ
プ

ラ
ン
に
つ
い
て
は
１
回
目
の

補
償
額
が
10
万
円
に
満
た

な
か
っ
た
場
合
に
限
り
、２

回
目
の
請
求
が
可
能
と
な

る
。（
２
回
目
は
10
万
円
に

満
た
な
い
額
の
み
が
支
給
さ

れ
る
）

Ｑ
・
も
し
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が

５
類
相
当
に
な
っ
た
時
の
補

償
内
容
に
変
更
は
あ
る
の

か
？

Ａ・
１
年
毎
で
保
障
は
見
直
す

の
で
次
年
度
に
つ
い
て
は
変

更
の
可
能
性
が
あ
る
。

（
県
広
報
　
山
﨑
鎮
永
）

が
あ
り
、次
に
共
済
担
当
副
理

事
長
で
あ
る
野
村
勝
氏
よ
り

「
５
共
済
と
は
組
合
員
に
よ
る

組
合
員
の
為
の
も
の
で
他
の
保

険
と
は
違
っ
た
手
厚
い
も
の
と

な
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、療

養
共
済
の
所
得
補
償
共
済
加

入
に
つ
い
て
は
新
規
加
入
が
69

歳
ま
で
し
か
出
来
ま
せ
ん
。現

在
は
人
生
90
年
以
上
と
言
わ

れ
て
い
る
時
代
で
、80
歳
過
ぎ

て
も
現
役
で
働
い
て
い
る
方
も

た
く
さ
ん
い
ま
す
。損
保
ジ
ャ

パ
ン
に
は
是
非
改
善
を
お
願
い

し
た
い
と
思
い
ま
す
。」と
の
挨

拶
と
要
望
が
あ
っ
た
。

会
議
に
入
り
、議
案
通
り
今

年
度
の
加
入
状
況
等
の
現
況

に
つ
い
て
の
説
明
が
あ
り
、各

支
部
長
よ
り
そ
れ
ぞ
れ
の
支

部
の
取
り
組
み
方
の
発
表
が

あ
っ
た
。組
合
員
の
高
齢
化
が

す
す
み
掛
け
金
が
高
く
な
り
団

体
生
命
の
加
入
促
進
が
難
し

く
な
っ
て
き
た
と
の
意
見
が
多

か
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

ジ
ブ
ラ
ル
タ
生
命
・
損
害
保

険
ジ
ャ
パ
ン
よ
り
５
共
済
に
つ

い
て
の
内
容
説
明
が
あ
っ
た
。

特
に
昨
年
初
め
て
出
来
た
コ

ロ
ナ
感
染
症
対
応
保
険
に
つ

い
て
は
参
加
者
か
ら
活
発
な

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
蔓
延

の
影
響
で
３
年
ぶ
り
の
開
催
と

な
っ
た
四
国
大
会
は
、令
和
４

年
７
月
18
日
㈪
海
の
日
に
高

知
理
容
美
容
専
門
学
校
に
お

い
て
開
催
さ
れ
た
。

７
月
現
在
コ
ロ
ナ
感
染
者

数
が
増
加
傾
向
で
あ
っ
た
の
で

万
全
の
対
策
を
講
じ
て
い
た
。

役
員
、関
係
者
の
参
加
は
必

要
最
小
限
と
し
、第
１
競
技
、

第
２
競
技
、そ
し
て
開
会
式
、

閉
会
式
の
会
場
を
そ
れ
ぞ
れ

別
に
し
、競
技
中
は
審
査
員
以

外
会
場
内
に
入
れ
ず
観
覧
者

は
外
か
ら
窓
越
し
で
の
見
学
と

な
っ
て
い
た
。

主
催
の
高
知
県
組
合
の
皆

様
は
運
営
に
そ
う
と
う
苦
労
し

て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

開
会
式
は
東
崎
大
会
実
行

委
員
長
の
挨
拶
で
始
ま
り
、高

知
県
代
表
高
芝
裕
二
選
手
に

よ
る
力
強
い
選
手
宣
誓
の
後

競
技
が
始
ま
っ
た
。

香
川
県
選
手
は
皆
そ
れ
ぞ

れ
日
頃
の
練
習
通
り
レ
ベ
ル
の

高
い
作
品
を
作
り
上
げ
た
。１

部
の
明
田
選
手
、４
部
の
川
筋

選
手
、そ
し
て
理
容
メ
ッ
セ
ー

ジ
の
宮
武
選
手
は
10
月
17
日

㈪
の
全
国
大
会
入
賞
へ
期
待

が
膨
ら
む
出
来
栄
え
だ
っ
た
。

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
都
合
で
閉

会
式
か
ら
の
参
加
と
な
っ
た
大

森
理
事
長
は「
２
年
前
の
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
蔓
延
で
緊
急

事
態
宣
言
が
出
た
際
に
、休
業

共
済
推
進
打
合
せ
会

３
年
ぶ
り
に
四
国
大
会
開
催

香
川
勢
の
独
壇
場

・
講
師
認
証
講
習
会

　
　
令
和
４
年
９
月
５
日
㈪

午
前
10
時

　
　
　
　
㈱
宇
賀
高
松
支
店

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム

・
理
容
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
日

　
　
令
和
４
年
９
月
12
日
㈪

　
東
讃
協
議
会
　
津
田
の
松
原

　
高
松
協
議
会
　
石
清
尾
八
幡
神

社
周
辺

　
中
讃
協
議
会
　
丸
亀
城
周
辺

　
西
讃
協
議
会
　
有
明
浜

・
第
９
回
片
原
町
元
気
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル

　
　
令
和
４
年
９
月
19
日
㈪

片
原
町
東
部
商
店
街

中
止

◇
予
定
行
事

三
役
部
長
会

・
第
２
回
三
役
部
長
会

　
　
令
和
４
年
11
月
21
日
㈪

午
後
１
時

　
　
香
川
産
業
頭
脳
化
セ
ン
タ
ー

　
　
３
Ｆ
　
第
３
会
議
室

理

事

会

・
第
２
回
理
事
会

　
　
令
和
４
年
11
月
28
日
㈪

石
清
尾
八
幡
宮

競
技
大
会

・
第
74
回
全
国
理
容
競
技
大
会

・
理
容
２
０
２
２
メ
ッ
セ
ー
ジ
全

国
大
会

　
　
令
和
４
年
10
月
17
日
㈪

秋
田
県
立
武
道
館

講

習

会

・
４
支
部
合
同
衛
生
講
習
会

　（
平
井・仏
生
山・香
北・高
松
）

　
　
令
和
４
年
11
月
14
日
㈪

午
前
10
時

サ
ン
メ
ッ
セ
香
川
中
会
議
室

・
管
理
理
容
師
資
格
認
定
講
習
会

第
１
日
目

　
　
令
和
４
年
10
月
17
日
㈪

第
２
日
目

　
　
令
和
４
年
10
月
24
日
㈪

第
３
日
目

　
　
令
和
４
年
10
月
31
日
㈪

各
　
午
前
９
時
30
分

高
松
商
工
会
議
所

・
全
連
ニ
ュ
ー
ヘ
ア
ー
講
習
会

　
　
令
和
５
年
１
月
16
日
㈪

午
前
10
時

　
　
　
　
サ
ン
メ
ッ
セ
香
川
２
Ｆ

　
　
　
　
中
会
議
室

そ

の

他

・
県
組
合
ゴ
ル
フ
大
会

　
　
令
和
４
年
10
月
24
日
㈪

ロ
イ
ヤ
ル
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ

・
県
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

　
　
令
和
４
年
11
月
７
日
㈪

善
通
寺
市
民
体
育
館

中
止

・
髪
授
神
祠
大
祭

　
　
令
和
４
年
11
月
28
日
㈪

午
前
10
時

石
清
尾
八
幡
宮

三

役

会

・
第
３
回
三
役
会

　
　
令
和
４
年
７
月
11
日
㈪

午
後
３
時

組
合
事
務
所

・
第
４
回
三
役
会

　
　
令
和
４
年
８
月
８
日
㈪

午
後
１
時

組
合
事
務
所

・
第
５
回
三
役
会

　
　
令
和
４
年
９
月
12
日
㈪

午
後
２
時

組
合
事
務
所

講

習

会

・
県
組
合
講
習「
Ｙ
Ｅ
Ｌ
Ｌ
」

　
女
性
集
約
営
業
支
援
セ
ミ
ナ
ー

　
　
令
和
４
年
８
月
29
日
㈪

午
前
10
時

サ
ン
メ
ッ
セ
香
川
２
Ｆ

　
　
　
　
中
会
議
室

競
技
大
会

・
第
72
回
四
国
理
容
競
技
大
会

　
　
令
和
４
年
７
月
18
日
㈪

 

午
前
11
時

高
知
県
理
容
美
容
専
門
学
校

委

員

会

・
広
報
委
員
会

　
　
令
和
４
年
９
月
５
日
㈪

午
前
10
時

組
合
事
務
所

そ

の

他

・
中
讃
協
議
会

　
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

　
　
令
和
４
年
７
月
11
日
㈪

善
通
寺
市
民
体
育
館

中
止

経
過
及
び
行
事
予
定

挨拶をする北地理事長

挨拶をする野村副理事長

司会進行の森本部長

万一の場合に備えて5共済制度で安心を…

賠償責任
補償共済

お客さまと理容店のための
きめ細やかな
補償

療養補償
共　済

病気やケガで仕事が
できなくなった
ときに

火災共済
火事や災害で被害にあったときに

年金共済
豊かな老後のために

等トッレフンパ、はていつに容内いし詳 ※
でご確認ください。

動産総合保険

ワイドプラン
理容店のさまざまな設備や
備品をまとめて補償！ 団体生命

共　済
いざという時の
お守りに

全国理容生活衛生同業組合連合会

１部準優勝の明田選手

理容メッセージ部門優秀賞の宮武選手

全員でお疲れ様でした

４部マスタースタイリスト部門優勝の川筋選手７部ミディアムカット部門ワンツーフィニッシュ合田選手、池内選手
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約
１
時
間
で
総
代
会
は
終
了

し
た
。

そ
の
後
、四
国
大
会
に「
理

容
メ
ッ
セ
ー
ジ
部
門
」で
出
場

す
る
宮
武
秋
香
女
性
部
長
に

よ
る
理
容
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
披
露

が
あ
っ
た
。
四
国
大
会
、そ
し

て
全
国
大
会
に
向
け
て
そ
う

と
う
期
待
感
が
持
て
る
内
容

と
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
で
、会
場

は
大
き
な
拍
手
に
包
ま
れ
て
い

た
。（
県
広
報
　
山
﨑
鎮
永
）

【
総
代
会
】

総
代
数
48
名

　
出
席
38
名
　
委
任
状
８
名

【
総
代
会
議
案
】

●
　
議
案
第
１
号
　
　

令
和
３
年
度
事
業
報
告

承
認
の
件

●
　
議
案
第
２
号
　
　

令
和
３
年
度
収
支
決
算

承
認
の
件

●
　
議
案
第
３
号
　
　

令
和
４
年
度
事
業
計
画

（
案
）承
認
の
件

●
　
議
案
第
４
号
　
　

令
和
４
年
度
収
支
予
算

（
案
）承
認
の
件

●
　
議
案
第
５
号
　
　

借
入
金
最
高
限
度
額
承

認
の
件

●
　
議
案
第
６
号
　

　
定
款
一
部
変
更
の
件

【
優
良
従
業
員
理
事
長
表
彰
】

◇
　
松
浦
百
香
氏（
高
松
）

◇
　
岡
本
李
衣
氏（
丸
亀
）

◇
　
山
田
真
央
氏（
善
通
寺
）

◇
　
市
原
大
志
氏（
高
瀬
）

ま
だ
ま
だ
コ
ロ
ナ
感
染
者
数

も
高
止
ま
り
傾
向
の
中
、令
和

４
年
５
月
30
日
㈪
午
前
10
時

よ
り
サ
ン
メ
ッ
セ
香
川
大
会
議

室
に
於
い
て「
令
和
４
年
度
通

常
総
代
会
」が
開
催
さ
れ
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
蔓
延
防
止
の

観
点
か
ら
今
年
も
来
賓
を
招

か
ず
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
な
議
事
進

行
で
の
短
縮
総
代
会
と
し
、ご

参
加
頂
い
た
各
支
部
総
代
の

方
々
の
席
も
、長
テ
ー
ブ
ル
１

台
に
つ
き
一
人
着

席
と
広
く
間
隔
を

と
る
な
ど
、
様
々

な
対
策
を
施
し

て
の
開
催
と
な
っ

た
。総

合
司
会
の
小

松
芳
浩
専
務
理

事
の
進
行
に
よ
り

総
代
会
が
始
ま
っ

た
。ま

ず
始
め
に

「
コ
ロ
ナ
感
染
者

数
も
ま
だ
高
止
ま

り
で
は
あ
る
が
、

瀬
戸
内
国
際
芸
術

祭
が
開
催
さ
れ
、

６
月
10
日
よ
り
外

国
人
観
光
客
受
け

入
れ
も
始
ま
る
な

ど
取
り
巻
く
環
境
は
変
化
し

て
い
る
。こ
の
よ
う
な
状
況
で

は
あ
り
ま
す
が
、香
川
県
理
容

組
合
は
前
を
向
い
て
進
ん
で
ま

い
り
ま
す
の
で
皆
様
の
ご
協
力

を
お
願
い
致
し
ま
す
。」と
の

北
地
一
行
理
事
長
の
挨
拶
が

あ
っ
た
。

議
案
審
議
に
入
る
前
に「
優

良
従
業
員
理
事
長
表
彰
」が
行

わ
れ
、対
象
の
４
名
に
理
事
長

よ
り
表
彰
状
と
記
念
品
が
手

渡
さ
れ
た
。

通
常
で
あ
れ
ば
こ
こ
で
ご
来

賓
の
挨
拶
を
頂
く
と
こ
ろ
な
の

だ
が
今
年
は
省
略
し
、祝
電
の

み
披
露
し
た
。

そ
の
後
理
事
長
か
ら
選
任

を
受
け
た
高
松
支
部
の
宮
本

修
志
議
長
と
高
瀬
支
部
の
近

藤
憲
由
副
議
長
が
就
任
し
、議

案
審
議
に
入
っ
た
。

第
２
議
案
は
事
前
に
配
布
さ

れ
た
議
案
書
だ
け
で
な
く
、追

加
資
料
が
用
意
さ
れ
て
お
り
、

そ
れ
に
は
個
別
の
勘
定
科
目
に

つ
い
て
ま
と
め
て
経
費
削
減
の

内
容
が
グ
ラ
フ
も
交
え
て
よ
く

わ
か
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。

第
５
号
議
案
に
つ
い
て
は
、

当
組
合
の
借
入
金
最
高
限
度

額
を
５
千
万
円
と
す
る
こ
と
。

第
６
号
議
案
に
つ
い
て
は
令

和
３
年
度
よ
り
土
庄
支
部
と

内
海
支
部
が
合
併
し
、小
豆
島

支
部
と
な
っ
た
た
め
、定
款
を

一
部
変
更
す
る
と
提
案
が
あ
っ

た
。慎

重
に
審
議
の
結
果
、議
案

第
１
号
か
ら
第
６
号
ま
で
す
べ

て
の
議
案
に
つ
き
、原
案
通
り

可
決
さ
れ
、御
囲
善
章
副
理
事

長
に
よ
る
閉
会
の
辞
を
も
っ
て

「
三
人
会
」

令
和
４
年
７
月
５
日
㈫
午

前
11
時
・
琴
平
町
の
紅
梅
亭

で
、平
成
６
年
４
月
か
ら
平
成

９
年
４
月
ま
で「
理
容
香
川
」

に
携
わ
っ
た
白
鳥
朋
彦
広
報

部
長
と
片
岡
敏
子
編
集
長
に

広
報
委
員
の
平
尾
み
ち
子
で
、

白
鳥
朋
彦
氏
の
知
事
表
彰
受

賞
祝
賀
会
を
し
ま
し
た
。

今
ま
で
も
編
集
当
時
を
偲

び
三
人
会
は
し
て
い
ま
し
た

が
、今
回
は
特
別
な
喜
び
で
、

片
岡
敏
子
さ
ん
が「
思
い
出
の

文
集
づ
く
り
を
夜
更
け
ま
で
よ

り
そ
う
き
ず
な
今
も
な
お
」と

歌
を
詠
ま
れ
、白
鳥
氏
は
、「
こ

れ
も
ひ
と
え
に
皆
さ
ん
の
支
え

で
こ
こ
ま
で
こ
れ
た
。」と
感
謝

の
言
葉
を
述
べ
ら
れ
、ご
ち
そ

う
と
素
敵
な
雰
囲
気
の
三
時

間
が
あ
っ
と
い
う
間
に
過
ぎ
、

強
い
き
ず
な
の
三
人
会
は
心
に

残
る
最
高
の
一
時
だ
っ
た
。

（
飯
山
支
部
　
平
尾
み
ち
子
）

香
川
県
総
代
会

今
年
も
コ
ロ
ナ
対
策
万
全
で
の
開
催

事
務
所
引
っ
越
し

大
作
戦
！

文

芸

欄

コ

ラ

ム

短
　
歌

知
事
表
彰
受
賞
の
友
の
祝
賀
会

晴
れ
晴
れ
と
し
て
心
に
染
み
る

賑
や
か
に
蝉
シ
ャ
ー
シ
ャ
ー
と

鳴
き
出
し
た

七
月
半
ば
朝
蒸
し
暑
く

友
乗
せ
て
や
す
み
は
ブ
テ
ィ
ッ

ク
よ
く
行
っ
た
筈
だ
が
今
は
病

院
多
く

（
飯
山
支
部
　
平
尾
み
ち
子
）

編
集
室
よ
り
お
知
ら
せ

次
回
一
月
号
の
発
行
の
原
稿
締

め
切
り
は
十
一
月
末
日
で
す
。

皆
様
の
ご
投
稿
お
待
ち
し
て
お

り
ま
す
。

ど
し
ど
し
お
寄
せ
下
さ
い
。

申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

〒
七
六
〇
ー
〇
〇
六
八

香
川
県
高
松
市
松
島
町

　
　
　
一
丁
目
一
三
番
一
〇
号

カ
ン
ト
ビ
ル
二
階
東

香
川
県
理
容
生
活
衛
生
同
業
組
合

　
　
　
　
　
　
　
　
文
化
広
報
部

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

〇
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ま
で
お
願
い
し
ま
す
。

「
理
容
香
川
」の
編
集
会
議

で
あ
る
広
報
委
員
会
を
今
回

初
め
て
新
事
務
所
で
開
催
し

た
。
や
は
り
新
し
く
、す
っ
き

り
と
し
た
空
間
で
の
会
議
は
気

持
ち
が
い
い
も
の
だ
。

職
業
病
と
い
っ
て
い
い
か
も

し
れ
な
い
が
、普
段
業
種
問
わ

ず
様
々
な
店
に
行
っ
た
時
に
そ

の
た
た
ず
ま
い
、質
感
、デ
ザ

イ
ン
、色
、匂
い
等
が
つ
い
つ
い

気
に
な
っ
て
し
ま
う
。理
容
業

で
は
も
ち
ろ
ん
一
番
重
要
な
の

は
技
術
、サ
ー
ビ
ス
で
あ
る
が
、

入
り
や
す
く
、居
心
地
が
い
い

空
間
で
受
け
る
施
術
、サ
ー
ビ

ス
は
さ
ら
に
上
質
な
も
の
に
感

じ
る
事
は
否
定
で
き
な
い
。
11

月
21
日
～
22
日
に
タ
カ
ラ
ベ
ル

モ
ン
ト
が
大
々
的
に
開
催
す
る

Ｔ
Ｗ
Ｂ
Ｃ
に
足
を
運
ん
で
み
て

時
代
と
と
も
に
変
化
す
る
そ
の

よ
う
な
空
間
提
案
を
探
っ
て
み

る
の
も
良
い
か
も
し
れ
な
い
。

（
県
広
報
　
山
﨑
鎮
永
）

 

編
集
後
記

香
川
県
理
容
組
合
事
務
所

移
転
の
ニ
ュ
ー
ス
は
前
号
で
お

知
ら
せ
し
ま
し
た
。
今
月
は
そ

の
壮
大
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
の

三
役
さ
ん
奮
闘
記
で
す
。

長
い
長
い
歴
史
の
あ
る
香
川

県
理
容
組
合
は
こ
れ
ま
で
様
々

な
活
動
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

そ
ん
な
中
で
当
然
の
ご
と
く
た

ま
り
に
た
ま
っ
た
大
量
の
関
係

資
料
、小
物
、冊
子
な
ど
。
ま

ず
そ
れ
の
仕
分
け
か
ら
始
ま
り

ま
し
た
。

令
和
４
年
の
年
明
け
か
ら
、

毎
月
の
三
役
会
の
後
、三
役
一

同
で
、捨
て
る
物
の
仕
分
け
を

コ
ツ
コ
ツ
開
始
し
、判
明
し
た

の
が
倉
庫
に
眠
っ
て
い
た
大
量

の
資
料
の
８
割
が
ゴ
ミ
同
然
と

い
う
事
実
。

と
い
う
事
で
そ
れ
か
ら
は
そ

の
ゴ
ミ
同
然
の
物
を
捨
て
る
作

業
開
始
で
す
。

■
４
～
５
月
理
事
長
自
ら
ト

ラ
ッ
ク
を
運
転
し
て
、西
部

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
に
合
計

１
ト
ン
超
の
ゴ
ミ
を
持
ち
込

み
ま
し
た
。

■
６
月
13
日
㈪
高
松
支
部
の

有
志（
初
瀬
氏
、
松
原
氏
、

宮
脇
氏
、神
谷
氏
）に
も
手

伝
っ
て
も
ら
い
、事
務
机
や

応
接
セ
ッ
ト
な
ど
を
新
事
務

所
に
搬
入
し
ま
し
た
。

■
20
日
㈪
引
っ
越
し
当
日
、荷

物
の
量
が
想
定
オ
ー
バ
ー

で
、ト
ラ
ッ
ク
１
台
追
加
し

ま
し
た
。

■
27
日
㈪
産
廃
業
者
に
、廃
棄

物
の
引
き
取
り（
３
ｔ
コ
ン

テ
ナ
で
３
回
分
！
）、三
役

も
積
み
込
み
の
お
手
伝
い
と

最
終
の
片
付
け
、ク
ー
ラ
ー

の
な
い
中
、汗
だ
く
で
や
り

ま
し
た
。

三
役
さ
ん
プ
ラ
ス
高
松
支

部
有
志
や
そ
の
他
お
手
伝
い

し
て
頂
い
た
皆
さ
ん
。そ
し
て

事
務
員
さ
ん
も
一
致
団
結
し

て
、立
つ
鳥
跡
を
濁
さ
ず
と
い

う
こ
と
で
旧
事
務
所
は
綺
麗

に
ス
ッ
カ
ラ
カ
ン
と
な
り
ま
し

た
。そ
し
て
気
持
ち
よ
く
新
事

務
所
に
移
転
す
る
こ
と
が
出
来

ま
し
た
。

半
年
以
上
か
け
て
の
一
大
イ

ベ
ン
ト
と
な
り
ま
し
た
。
今
年

の
６
月
は
と
ん
で
も
な
い
猛

暑
。大
変
お
疲
れ
様
で
し
た
。

（
県
広
報
　
山
﨑
鎮
永
）

◦
菅
田
明
美
氏（
五
十
四
歳
）

ヘ
ア
ー
サ
ロ
ン 

エ
ル
ス（
丸
亀
支
部
）

令
和
四
年
八
月
二
十
三
日

ご
生
前
の
ご
功
績
を
偲
び
、
心
か
ら

ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。
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理事長挨拶

優良従業員表彰授与
バックナンバーQR

最後の仕上げお掃除

トラック満杯に！いったい何往復したのやら

暑い中お疲れ様でした。スッキリ新事務所南向きでとても明るくなりました少人数の会議はここでやっています

宮本議長、近藤副議長による議案審議
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